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率
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早
期
健
全
化
団
体
入
り
で
財
政
健
全
化
計
画
策
定
へ

平成21年11月10日発行

ありがとう１００周年　つたえよう歩み　つなげよう絆

中頓別小学校の創立一世紀を祝って
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保護者代表教育委員に木内彰さん選任

第３回
定例会
第３回
定例会

救
急
救
命
士
の
養
成
、町
職
員
の
給
与
復
元
と
採
用
の
方
向
性

　

職
員
減
に
伴
う
業
務
組
織
の
見
直
し
、教
育
行
政
の
分
権
改
革

　
　

財
政
健
全
化
と
病
院
の
赤
字
問
題
な
ど
、５
議
員
が
一般
質
問

　平成21年第３回定例会が、９月16日から18日まで３日間の会期で

開かれました。

　初日の行政報告で野邑町長は、国の定額給付金について、町内

1,035世帯のうち、1,026世帯の手続きが終了したことを報告。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）

に基づく健全化判断比率、資金不足比率が報告され、本町は平成20

年度決算で「早期健全化団体」になることが確実となりました。

　早期健全化団体となるのは、実質公債費比率が健全化基準の25.0

㌫を上回る28.3㌫に達したことによるものです。

　実質公債費比率は、その年の歳出の中で、借金の返済にまわって

いる部分（実質的な公債費）がどの程度の大きさか見るための指標

です。

　本町では、下水道や公営住宅整備などの借金がこの比率を高くし

ている主な要因です。

　早期健全化団体になると、財政健全化計画の策定や個別外部監査

が義務付けられます。個別外部監査を行うためには、議会の議決が

必要で税理士1名を監査人とする議案が原案どおり可決されました。

　人事案件では、任期満了に伴う教育委員一名の任命同意が全会一

致で可決されました。

　新たに任命されるのは、小学生、中学生の子をもつ木内彰さん（

旭台）で、改正後の地方教育行政法に基づき、児童・生徒の保護者

代表としての教育委員がはじめて誕生しました。

　第２回定例会で見直しを求める附帯決議が付されていた「中頓別

町環境基本条例」、一般会計等の補正予算は原案どおり可決。

　平成20年度一般会計ほか、９会計の決算は、全議員で構成する「

決算審査特別委員会」（星川三喜男委員長）に付託され、会期中に

審査を行い、附帯意見をつけた上ですべて認定されました。



第３回定例会で
　　　決まりました
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第３回定例会で
　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

○ 

議
案
第
１
号　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

　

 

害
補
償
等
組
合
規
約
（
一
部
変
更
の
協
議
）

○ 

議
案
第
２
号　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
 

規
約
（
一
部
変
更
の
協
議
）

○ 
議
案
第
３
号　

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　

 
組
合
規
約
（
一
部
変
更
の
協
議
）

○ 
議
案
第
４
号　

中
頓
別
町
環
境
基
本
条
例
（
一

　

 

部
改
正
）

○ 

議
案
第
５
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保
険
条
例  

　

 

（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
６
号　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予 

　

 

算
（
常
任
委
員
会
付
託
）

○ 

議
案
第
７
号　

平
成
21
年
度
国
民
健
康
保
険
事

　

 

業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
８
号　

平
成
21
年
度
老
人
保
健
事
業
特

　

 

別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
９
号　

平
成
21
年
度
介
護
保
険
事
業
特

　

 

別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
10
号　

個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く

　

 

監
査

○ 

議
案
第
11
号　

個
別
外
部
監
査
契
約
の
締
結

○ 

同
意
第
１
号　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

○ 

報
告
第
１
号　

平
成
20
年
度
健
全
化
判
断
比
率

　

 

の
報
告

○ 

報
告
第
２
号　

平
成
20
年
度
資
金
不
足
比
率
の

　

 

報
告

○ 

報
告
第
３
号　

教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及

　

 

び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
報
告

○ 

認
定
第
１
号
〜
第
９
号　

平
成
20
年
度
一
般
会

　

 

計
他
、
各
会
計
決
算
認
定

○ 

発
議
第
１
号　

道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書

第６回臨時会８月７日に招集
　第３回定例会に先立ち第6回臨時会が、８月７日に招集されました。
　町長から提案された平成21年度補正予算（議案第１号　一般会計補正予算、
議案第２号　国民健康保険事業特別会計補正予算、議案第３号　国民健康保険
病院事業会計補正予算）をいずれも原案どおり可決しました。
　一般会計補正予算は、既定の総額に歳入歳出それぞれ１億２千845万7千円を
追加し、予算総額は31億６千812万２千円となりました。
　歳入では、地域活性化経済危機対策臨時交付金として１億781万２千円を追
加計上。主な歳出項目は、地元学推進事業として、開拓100年記念誌の作成に
係る事業費300万円、町民憩いの広場整備事業補助として250万円を新規に計
上。地域活性化経済危機対策事業費は、既定額に１億878万円が追加され、１
億３千528万円に。内訳は、松音知水道布設替事業として昭和40年代に配水管
布設を行った区間の入れ替え工事に６千890万円、老朽化した給食センターの
ボイラー、蒸気配管等の更新などの工事請負費２千60万円、旧中農高学校住宅
４戸分を天北厚生園第二ふれあいホームとして整備するための補助金１千480
万円を計上しています。
　国民健康保険事業特別会計補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳
出それぞれ338万４千円を追加し、予算総額は３億751万９千円に。歳出の内訳
は、医師住宅建設に伴う財源措置（直営診療施設勘定繰出金）です。
　国民健康保険病院事業会計補正予算は、収益的収入及び支出で既決予定額に
31万5千円を増額して４億６千685万6千円に。資本的収入及び支出では、収入
の既決予定額に１千706万１千円を追加して４千961万５千円とし、支出につい
ては１千795万5千円を追加して７千196万4千円とするもので、収入が支出に対
して不足する額２千234万９千円は当年度分損益勘定留保資金で補てんされて
います。

　

平
成
19
年
に
改
正
さ
れ
た
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」
で
は
、
教
育
委
員
へ
の
保
護
者
の
選
任
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

（
同
法
第
４
条
第
４
項
）

　

教
育
委
員
に
選
ば
れ
た
木
内
彰
さ
ん
（
獣
医
師
・
42
歳
・
旭
台
在
住
）
は
、

山
梨
県
甲
府
市
出
身
。小
学
生
二
人
、中
学
生
一
人
を
も
つ
保
護
者
代
表
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
教
育
行
政
に
保
護
者
の
声
が
直
接
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
職
員
の
大
量
退
職
に
伴
う
補
充
採
用
の
方
針
、
行
政
組
織
体
制

の
見
直
し
や
財
政
健
全
化
問
題
を
中
心
に
５
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

職員は行政のエンジン
　少子高齢化時代に見合った配置を！

藤 田 首 健

　

野
邑
町
長

答　

来
年
度
採
用
予
定
の
２
名
は
、
町
村
会
の
試
験
、

本
町
の
面
接
に
合
格
を
し
た
方
を
採
用
し
た
い
。

　

財
政
の
危
機
的
な
状
態
を
乗
り
切
る
た
め
に
職
員

の
退
職
に
よ
る
不
補
充
な
ど
、
人
件
費
の
削
減
は
や

む
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
行
政
運
営
の
基
本

で
あ
る
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ

と
、
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
今
以
上
に
町
民
に

提
供
す
る
た
め
に
、
職
員
の
配
置
や
組
織
の
見
直
し

等
が
必
要
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
業
務

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
随
時
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

地
方
公
務
員
法
の
中
に
は
、
条
件
付
任
用
や
臨
時

的
任
用
の
制
限
な
ど
の
規
定
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
１

０
０
％
生
か
し
て
い
く
と
し
た
ら
、
臨
時
職
員
も
何

も
利
用
で
き
な
く
な
り
、
全
部
正
職
員
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
面
で
一
般
職
員
と
し
て
採

用
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
町
民
に
疑
問
の
持
た
れ

な
い
よ
う
な
形
で
採
用
を
し
て
い
く
の
が
基
本
で
あ

る
。

　

職
員
採
用
は
公
平
に
！

問　

今
年
度
中
に
自
己
都
合
、
定
年
退
職
合
せ
て
９
名
の
職

員
が
退
職
し
、
来
年
度
採
用
は
２
名
と
伺
っ
て
い
る
が
、

受
験
チ
ャ
ン
ス
が
公
平
に
な
る
よ
う
広
範
囲
に
募
集
す
る

こ
と
が
基
本
で
は
な
い
か
。

　

町
職
員
の
大
量
退
職
に
よ
り
、
行
政
機
能
の
低
下
が
危

惧
さ
れ
、
業
務
の
見
直
し
は
避
け
ら
れ
な
い
。
少
子
高
齢

化
に
伴
い
、
高
齢
者
福
祉
や
保
健
部
門
の
充
実
こ
そ
が
行

政
の
責
務
と
な
る
。

　

こ
ど
も
館
や
政
策
的
な
部
署
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
の
業
務
や
人
員
体
制
を
見
直
し
、
住
民
が
真
に
充
実
を

望
む
生
活
に
不
可
欠
な
行
政
部
門
に
手
厚
く
人
材
や
公
費

を
投
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

地
方
公
務
員
法
で
は
、
「
臨
時
的
任
用
は
正
式
任
用
に

際
し
て
い
か
な
る
優
先
権
を
も
与
え
る
も
の
で
は
な
い
」

（
第
22
条
第
６
項
）
と
規
定
し
て
お
り
、
何
十
年
勤
め
た

と
し
て
も
正
職
員
に
な
る
た
め
に
は
試
験
を
受
け
て
、
能

力
を
示
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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公費による専門職養成にルールを！
本 多 夕紀江 　

「
養
成
は
公
費
、
資
格
は
個
人
」
の
根
拠
は
？

問①
看
護
師
養
成
費
は
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
救

　

急
救
命
士
の
養
成
に
は
定
め
が
な
い
。
ど
ち
ら
も
取
得
し
た

　

資
格
・
免
許
は
個
人
の
も
の
に
な
る
の
で
、
な
ん
ら
か
の
規

　

定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
長
寿
園
、
天
北
厚
生
園
も
看
護
師
確
保
は
難
し
い
。
町
と
し

　

て
支
援
が
で
き
な
い
か
。

③
介
護
福
祉
士
も
将
来
的
に
確
保
で
き
る
か
不
安
が
あ
る
。
こ

　

れ
ら
の
専
門
職
を
町
と
し
て
募
集
、
養
成
す
る
こ
と
が
望
ま

　

し
い
の
で
は
な
い
か
。

　

柴
田
教
育
次
長

答

　

利
用
者
が
増
え
る
料
金
設
定
に

問①
町
民
セ
ン
タ
ー
、
柔
剣
道
場
（
和
室
）
、 

　

創
作
活
動
施
設
・
ゆ
め
く
ら
ぶ
（
旧
幼
稚

　

園
）
の
使
用
料
は
、
午
前
、
午
後
、
夜
間

　

の
設
定
で
と
く
に
前
二
施
設
の
利
用
料
は

　

高
い
。
日
中
、
夜
間
の
二
区
分
と
し
、
一

　

時
間
当
た
り
の
料
金
に
改
め
ら
れ
な
い
か
。

②
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、
管
理
規
則
に
登
載
さ

　

れ
て
い
る
団
体
に
属
し
て
い
る
か
ど
う
か

　

で
無
料
（
免
除
）
、
有
料
の
取
り
扱
い
が

　

異
な
る
。
一
方
、
体
育
館
を
使
用
し
た
場

　

合
は
有
料
と
な
っ
て
い
る
。
町
民
に
不
公

　

平
感
の
出
な
い
よ
う
、
ど
ち
ら
も
無
料
に

　

で
き
な
い
か
。

③
10
割
増
規
定
（
物
品
販
売
等
の
商
行
為
、

　

入
場
料
の
徴
収
の
有
無
）
は
、
講
演
会
等

　

の
経
費
を
賄
う
程
度
の
参
加
料
に
も
適
用

　

さ
れ
る
の
か
。
明
確
な
基
準
、
見
直
し
が

　

必
要
で
は
な
い
か
。

①
柔
剣
道
場
、
創
作
活
動
施
設
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
の
料

　

金
規
定
を
参
考
に
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
は
、
目
的
に
よ
っ
て
使
用
時
間
に
差
が

　

あ
る
と
思
う
の
で
料
金
区
分
の
見
直
し
を
含
め
て
検
討

　

す
る
。

②
町
民
体
育
館
は
有
料
で
、
町
民
セ
ン
タ
ー
等
を
使
う
と

　

無
料
と
い
う
の
は
矛
盾
が
あ
り
、
町
民
セ
ン
タ
ー
管
理

　

規
則
の
減
免
規
定
を
含
め
て
見
直
し
を
行
う
。
無
料
化

　

は
か
な
り
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
額
免
除
は

　

ど
う
か
と
思
う
。

③
社
会
教
育
施
設
は
営
利
を
目
的
と
し
た
利
用
を
避
け
る

　

た
め
割
増
料
金
を
設
定
し
て
い
る
が
、
昭
和
53
年
の
施

　

設
設
置
時
か
ら
規
定
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
ら
ず
検
討

　

し
た
い
。

　

米
屋
教
育
長

答　

施
設
の
利
用
頻
度
を
あ
げ
る
た
め
に
、
現
状
を
検
証
し
、

使
用
団
体
、
受
益
者
負
担
の
問
題
等
を
で
き
る
だ
け
早
く

検
討
し
て
い
き
た
い
。

社
会
教
育
施
設
の
使
用
料
は
安
く
す
べ
き

本

多

夕
紀
江

　

遠
藤
総
務
課
長

答①
消
防
法
の
改
正
で
救
急
隊
に
救
急
救
命
士
の
配
置
が
必
要

　

と
な
り
、
職
員
数
の
関
係
上
、
内
部
職
員
に
資
格
を
取
得

　

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
資
格
・
免
許
取
得
に
費
用
助
成
を

　

行
う
の
は
専
門
的
な
資
格
が
必
要
な
職
種
で
、
極
め
て
困

　

難
な
場
合
を
想
定
し
て
お
り
、
一
率
に
ル
ー
ル
化
す
る
こ

　

と
は
な
じ
ま
な
い
。
ま
た
、
今
ま
で
専
門
学
校
等
を
通
じ

　

て
募
集
し
た
が
採
用
で
き
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
救
急
救

　

命
士
２
名
を
採
用
の
予
定
で
、
今
後
近
々
に
は
、
救
命
士

　

養
成
は
行
わ
な
い
。

　

青
木
病
院
事
務
長

答②
介
護
、
福
祉
施
設
で
も
看
護
師
の
採
用
は
難
し
い
。
保
健

　

福
祉
課
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
町
と
し
て
何
が
で
き
る
の

　

か
検
討
し
て
み
た
い
。

　

竹
内
保
健
福
祉
課
長

答③
法
人
と
し
て
介
護
福
祉
士
の
採
用
、
養
成
に
努
め
て
お
り
、

　

現
在
は
配
置
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
費
用
の
助
成

　

は
考
え
て
い
な
い
。

　

野
邑
町
長

答　

町
職
員
と
し
て
の
採
用
で
な
い
と
費
用
の
負
担
は
難
し
い

が
、
専
門
学
校
等
で
の
募
集
活
動
な
ど
に
は
協
力
し
た
い
。
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教
育
委
員
会
の
設
置
選
択
制
に
備
え
よ
！

問

学力テストの結果共有し、地域の教育力アップを！

　

総
選
挙
で
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
、
同
党
の
政
権
公

約
が
国
政
の
方
針
で
あ
り
、
地
方
の
政
策
も
大
き
な
影

響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
同
党
の
政
策
集
で
は
、
教

育
行
政
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
政
権
公
約
に
よ
っ
て
教
育
行
政
の
地
方
分
権

が
進
み
、
地
方
の
教
育
が
地
方
に
任
さ
れ
、
自
由
度
が

飛
躍
的
に
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

教
育
長
の
身
分
は
言
う
に
及
ば
ず
、
教
育
委
員
会
の

設
置
の
有
無
か
ら
自
治
体
が
自
主
的
に
判
断
し
て
決
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
教
育
行
政
の
地
方
分
権
に
備
え

て
今
か
ら
検
討
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

　

野
邑
町
長

答　

民
主
党
の
政
策
集
の
中
に
「
日
本
国
教
育
基
本
案
」

が
あ
り
、
教
育
行
政
の
抜
本
的
な
改
革
が
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
政
府
に
よ
る
教
育
行
政
の
地
方
分
権
に

対
す
る
動
向
や
、
ま
た
は
情
報
収
集
を
進
め
な
が
ら
こ

の
問
題
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

柳 澤 雅 宏
　

情
報
公
開
が
町
の
教
育
を
変
え
る
出
発
点

問　

文
部
科
学
省
が
行
っ
た
３
回
目
の
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
（
学
力
テ
ス
ト
）
に
つ
い
て
、
同
省
は
８
月

27
日
、
都
道
府
県
別
の
結
果
を
公
表
し
、
道
教
委
も
支

庁
管
内
別
の
結
果
の
傾
向
を
公
表
す
る
方
針
で
あ
る
。

　

情
報
公
開
を
県
政
の
柱
に
据
え
る
鳥
取
県
で
は
、
７

日
、
市
町
村
別
と
学
校
別
デ
ー
タ
を
開
示
し
て
い
る
。

　

県
レ
ベ
ル
に
よ
る
一
括
開
示
を
文
科
省
は
批
判
し
て

い
る
が
、
そ
の
一
方
で
市
町
村
や
学
校
の
デ
ー
タ
に
関

し
て
説
明
責
任
を
負
う
の
は
市
町
村
や
学
校
自
身
で
あ

る
と
、
各
自
治
体
の
自
主
的
判
断
を
尊
重
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
児
童
生
徒
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
に
は
十
分
配
慮
し
つ
つ
も
、
結
果
の
傾
向
や
そ

こ
に
あ
ら
わ
れ
た
課
題
へ
の
対
応
、
対
策
等
を
公
表
す

る
こ
と
が
保
護
者
、
地
域
住
民
と
と
も
に
進
め
る
学
校

運
営
に
な
る
と
考
え
る
が
、
教
育
委
員
長
の
所
見
を
伺

う
。

　

石
井
教
育
委
員
長

答　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、
国
の
定

め
た
実
施
要
領
を
前
提
と
し
て
調
査
に
参
加
、
協
力
し

た
も
の
で
あ
り
、
当
教
育
委
員
会
と
し
て
も
実
施
要
領

に
基
づ
い
て
行
う
と
い
う
基
本
的
な
考
え
に
よ
り
公
表

は
し
な
い
と
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
学
校
が
自
校
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
判
断
に
委
ね
た
い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

を
代
表
し
て
答
弁
す
る
石
井
英
正
教
育
委
員
長

政
権
交
代
で
進
む
分
権
、
独
自
の
判
断
で
教
育
行
政
を
！

柳

澤

雅

宏
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早期健全化団体からの早期脱却めざせ！
星 川 三喜男

　

最
終
目
標
は
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
達
成

問

国保病院の赤字補てんに耐えられるか一般会計

　

本
町
は
、
財
政
健
全
化
法
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
決
算
に
お
い
て
実

質
公
債
費
比
率
が
28
・
３
％
と
な
り
、
早
期
健
全
化
団
体
と
な
る
こ
と

が
確
実
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
個
別
外
部
監
査
や
財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
こ
の
計
画
に
は
最
短
の
計
画
期
間

が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
の
と
こ
ろ
何
年
先
を
め
ど
に
健
全
化

判
断
基
準
で
あ
る
25
％
未
満
を
ク
リ
ア
で
き
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
で
は
、
平
成
27
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率

が
14
・
７
％
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
数
値
の
達
成
も
早
ま
る
と

考
え
て
よ
い
か
。

　

全
道
で
７
団
体
が
早
期
健
全
化
団
体
に
な
る
と
報
道
さ
れ
「
見
せ
し

め
法
」
的
な
一
面
も
あ
る
が
、
町
長
は
財
政
悪
化
の
主
な
要
因
と
責
任

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

野
邑
町
長

答　

早
期
健
全
化
団
体
か
ら
の
脱
却
は
、
平
成
22
年
度
決
算
を
一
つ
の
目

標
と
し
て
現
在
努
力
を
し
て
い
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
上
の
14
・
７
％
を

目
標
に
努
力
を
し
て
い
る
が
、
標
準
財
政
規
模
を
決
め
る
普
通
交
付
税

等
の
額
が
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
か
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

現
行
計
画
か
ら
一
年
で
も
二
年
で
も
早
ま
る
よ
う
な
事
業
運
営
を
行
い

た
い
。

　

今
後
、
人
口
、
世
帯
数
が
減
っ
て
い
く
が
、
下
水
道
の
使
用
料
、
国

保
財
政
や
介
護
保
険
の
保
険
料
な
ど
を
値
上
げ
し
な
い
と
は
断
言
で
き

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
も
最
小
の
値
上
げ
で
と
ど
め
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

　

財
政
悪
化
の
主
な
原
因
は
、
町
税
等
の
一
般
財
源
の
減
少
、
国
に
よ

る
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
大
幅
な
地
方
交
付
税
の
減
、
町
民
の
生
活
環

境
の
向
上
対
策
事
業
（
下
水
道
整
備
等
）
の
た
め
過
去
に
発
行
し
た
町

債
の
償
還
額
の
増
で
あ
り
、
全
責
任
は
行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
私
に
あ

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

星 川 三喜男
　

病
院
存
続
、
政
権
党
に
訴
え
る
べ
き
！

問　

国
民
健
康
保
険
病
院
は
、
住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
施
設
と
考
え
て
い
る
が
、
経
営
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。
平
成
20
年
度
決
算
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
約
１
億
５
千
５
百
万
円

も
の
繰
り
出
し
（
収
益
的
収
支
分
の
み
）
を
行
い
、
実
質
赤
字
を
補
て
ん

し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
負
担
が
膨
ら
め
ば
町
の
財
政
そ
の
も
の
が
破
綻

す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
中
で
も
本
業
で
あ
る
医
業
収
入
が
減
っ

て
お
り
、
そ
の
分
人
件
費
の
割
合
が
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
今
年
度

の
経
営
も
昨
年
度
に
増
し
て
厳
し
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
ま
ま
病
院
会
計

の
赤
字
が
膨
ら
ん
で
も
一
般
会
計
か
ら
繰
り
出
し
を
続
け
て
い
く
つ
も
り

か
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

本
町
の
よ
う
な
不
採
算
地
域
に
あ
る
公
立
病
院
は
全
国
、
全
道
に
も
相

当
数
あ
る
。
民
主
党
政
権
に
対
し
て
診
療
報
酬
制
度
の
見
直
し
や
医
師
、

看
護
師
の
補
充
対
策
を
積
極
的
に
訴
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答　

国
民
健
康
保
険
病
院
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

施
設
で
あ
り
、
存
続
は
町
の
最
優
先
事
業
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

特
に
本
町
は
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
の
入
所

す
る
施
設
で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園
や
知
的
障
害
者
更
生
施

設
天
北
厚
生
園
の
各
施
設
な
ど
の
定
員
を
確
保
す
る
た
め
に
も
入
院
機
能

を
有
す
る
病
院
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
当
町
の
よ
う
な
不
採
算
地
区
で

は
、
民
間
病
院
が
進
出
す
る
よ
う
な
環
境
に
も
な
く
、
町
民
が
こ
の
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
収
入
確
保
対
策
や
経
常
経
費
の
削
減
に
努
力
を
し
、
少
し

で
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
を
抑
制
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

公
立
病
院
に
係
る
財
政
措
置
の
充
実
、
医
師
、
看
護
師
等
の
確
保
等
の

要
望
を
今
後
と
も
国
に
働
き
か
け
る
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
は
官
僚
よ
り
も
政

治
主
導
で
あ
り
、
国
会
議
員
に
も
要
請
し
て
い
き
た
い
。
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町
職
員
の
給
与
実
態
と
身
分
保
障
に
つ
い
て

問

エゾシカの駆除積極的に！

①
本
町
の
職
員
給
与
は
近
隣
町
村
と
比
較
し
て
相
当 

　

な
格
差
が
あ
る
が
、
是
正
を
考
え
て
い
る
か
。

②
今
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

　

の
か
伺
い
た
い
。
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
平
成
19
年

　

度
の
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
度
に
復
元
す
る

　

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

③
臨
時
職
員
と
し
て
長
く
雇
用
さ
れ
て
い
る
世
帯
主

　

の
男
性
職
員
の
身
分
保
障
の
た
め
、
正
職
員
化
す

　

べ
き
で
は
な
い
か
。　

野
邑
町
長

答①
平
成
17
年
度
か
ら
職
員
の
協
力
を
い
た
だ

　

き
給
与
の
一
部
を
削
減
し
て
財
政
再
建
の

　

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
今
後
財
政
状

　

況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
是
正
に
向
け
て
検

　

討
し
て
い
き
た
い
。

②
人
事
院
勧
告
は
公
務
員
の
労
働
基
本
権
の

　

代
償
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

　

実
施
に
つ
い
て
は
国
や
道
の
指
導
に
基
づ

　

い
て
対
応
し
た
い
。
今
回
の
勧
告
を
実
施

　

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
19
年
度
の
人
事
院
勧

　

告
に
つ
い
て
は
網
羅
さ
れ
る
。
平
成
22
年

　

度
中
は
早
期
健
全
化
団
体
と
な
る
の
で
、

　

も
う
一
年
（
削
減
を
）
延
期
し
た
い
考
え

　

方
も
あ
る
が
、
今
ま
で
削
減
し
た
割
合
の

　

率
を
少
し
是
正
し
た
い
と
い
う
考
え
方
も

　

持
っ
て
い
る
。

③
定
員
管
理
の
中
で
職
員
の
配
置
等
を
総
合

　

的
に
勘
案
し
て
、
当
該
職
員
に
つ
い
て
前

　

向
き
に
正
職
員
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

東海林 繁 幸

　

食
害
の
把
握
と
駆
除
ル
ー
ル
の
確
立
を
！

問①
エ
ゾ
シ
カ
食
害
の
実
態
調
査
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

②
農
業
者
か
ら
駆
除
の
要
望
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。　

　

現
状
の
駆
除
対
策
で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
。

　
　

町
に
駆
除
の
要
望
が
な
く
、
猟
友
会
か
ら
も
依
頼

　

が
な
い
と
聞
く
が
、
町
か
ら
の
情
報
が
農
家
に
伝
わ

　

っ
て
い
る
の
か
。
駆
除
が
進
ま
な
い
の
は
、
報
償
費
、

　

残
し
処
理
に
問
題
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

奥
村
産
業
建
設
課
長

答①
町
と
し
て
エ
ゾ
シ
カ
食
害
に
お
け
る
農
林
業

　

被
害
の
具
体
的
な
実
態
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　

現
在
宗
谷
支
庁
が
管
内
の
エ
ゾ
シ
カ
被
害

　

調
査
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
調
査

　

の
内
容
は
、
牧
草
の
農
業
被
害
調
査
の
ほ
か
、

　

各
農
家
、
森
林
組
合
及
び
森
林
管
理
署
を
対

　

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
と
効
率
的
な

　

捕
獲
方
法
を
検
討
す
る
た
め
囲
い
わ
な
を
試

　

験
設
置
し
て
い
る
。

②
エ
ゾ
シ
カ
の
駆
除
は
、
各
農
家
か
ら
ハ
ン
タ

　

ー
に
直
接
依
頼
す
る
場
合
と
町
に
要
望
す
る

　

場
合
が
あ
る
が
、
町
と
し
て
駆
除
の
要
望
は

　

把
握
し
て
お
ら
ず
、
対
策
も
十
分
と
は
言
え

　

な
い
。

　
　

全
町
で
今
年
度
１
５
０
頭
の
駆
除
を
目
標

　

に
し
て
い
る
が
、
８
月
末
で
30
頭
の
捕
獲
に

　

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
９
月
末
ま
で

　

の
有
害
駆
除
期
間
を
延
長
し
、
各
ハ
ン
タ
ー

　

の
協
力
に
よ
り
一
頭
で
も
多
く
捕
獲
し
た
い
。

　
　

残
し
処
理
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
タ
ー
も
苦

　

慮
し
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
が
取

　

れ
る
か
検
討
し
た
い
。

定
員
管
理
計
画
に
基
づ
き
職
員
の
削
減
は
続
く

臨時職員を正職員に！
東海林 繁 幸

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会
の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。



○ 議案第１号　北海道町村議会議員公務災害補償等組合規
　 約（一部変更の協議）
○ 議案第２号　北海道市町村総合事務組合規約（一部変更
　 の協議）
○ 議案第３号　北海道市町村職員退職手当組合規約（一部
 　変更の協議）
　議案第１号から第３号までは、組合の構成団体である湧別町と
上湧別町が平成21年10月５日に合併したことに伴い、両町の学校
給食組合が解散脱退することになり、規約の一部改正が必要にな
ったため、各議会の議決を求めたものです。

なかとんべつ町議会だより１６５号９

天北厚生園改築
　平成23年度着手！

東海林 繁 幸
　

改
築
年
限
と
財
源
明
ら
か
に
す
べ
き

問①
天
北
厚
生
園
の
改
築
は
、
総
合
計
画
で
は 

　

平
成
24
年
度
以
降
と
さ
れ
て
い
る
が
、
財

　

源
の
見
通
し
が
立
っ
た
段
階
で
前
倒
し
し

　

て
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
国
の
政
権
交
代
で
見
通
し
が
立
て
に
く
い

　

が
、
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付

　

金
事
業
で
改
築
で
き
な
い
か
。

　

竹
内
保
健
福
祉
課
長

答①
消
防
法
施
行
令
で
現
施
設
に
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
ス
プ

　

リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

　

た
め
、
平
成
23
年
度
に
同
園
の
改
築
を
行
う
計
画
で
現
在
検
討
委
員

　

会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

②
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
は
、
国
の
経
済
対
策
に
対
応

　

し
て
行
う
国
交
省
所
管
公
共
事
業
の
直
轄
事
業
、
そ
れ
か
ら
法
律
補

　

助
事
業
、
予
算
補
助
事
業
の
地
方
負
担
額
に
対
す
る
交
付
金
で
あ
っ

　

て
、
天
北
厚
生
園
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
ら
な
い
。
現
在
、

　

社
会
福
祉
施
設
等
施
設
整
備
費
事
業
で
改
築
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

　

い
る
。

天北厚生園の移転先とされる旧中農高
生徒寮の内部を常任委員会が調査

○ 議案第４号　中頓別町環境基本条例（一部改正）
　第２回定例会で修正可決された環境基本条例について、議会の
附帯意見を取り入れ生物多様性基本法、環境審議会部分が改正さ
れました。
○ 議案第５号　中頓別町国民健康保険条例（一部改正）
　産科医療補償制度の創設により、出産育児一時金を現行（最高
38万円）から４万円引き上げる条例改正です。
○ 議案第６号　平成21年度一般会計補正予算（常任委員会付託）
　既定の歳入歳出予算額にそれぞれ47,832千円を追加し、予算総
額は、3,215,954千円になりました。
　早期健全化団体となることにより必要となる個別外部監査委託
料1,980千円や職員の退職に伴う臨時職員の賃金などを追加した
ほか、道の監査で資本増強を勧告されている中頓別・浜頓別森林
組合に対しての出資金1,659千円、社会保険庁からの年金データ
の提供を受けるため共同利用型エルタックスシステム導入に係る
負担金として1,974千円、子育て応援特別手当交付金（38名分）
1,368千円、国の「ふるさと雇用再生特別交付金事業」で社会福
祉協議会に委託して、高齢者等への家庭訪問の支援などのため支
援員（保健師など）を配置する予算として5,248千円なども計上
されました。
○ 議案第７号　平成21年度国民健康保険事業特別会計補正予算
　既定の歳入歳出予算額にそれぞれ6,228千円を追加し、歳入歳
出の総額は、313,747千円となりました。
　主な歳出の内訳は、前年度退職者医療交付金の精算に伴う返還
金5,138千円を追加したものです。

○ 議案第８号　平成21年度老人保健事業特別会計補正予算
　既定の歳入歳出予算額にそれぞれ1,104千円を追加し、歳入歳
出の総額は、2,409千円となりました。歳出の内訳は、前年度医
療費交付金の精算に伴う返還金です。

○ 議案第９号　平成21年度介護保険事業特別会計補正予算
　既定の歳入歳出予算額にそれぞれ1,129千円を追加し、歳入歳
出の総額は、192,353千円となりました。歳出の内訳は、前年度
医療費交付金の精算に伴う返還金です。

○ 議案第10号　個別外部監査契約に基づく監査
　早期健全化団体となることにより必要となる個別外部監査を
認める議決です。
○ 議案第11号　個別外部監査契約の締結について
　個別外部監査のテーマ、契約期間、契約金額、相手方に関す
る議決です。契約相手は、薄井タカ子氏（税理士・旭川市）。
契約金額は198万円以内です。

議案のあらまし
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平成２０年度全会計決算を認定！

実
質
公
債
費
比
率
28･

３
％

健
全
化
判
断
基
準
25
％
超
え
早
期
健
全
化
団
体
に
！

　

一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で
45
億
１
千
８
百
万
円
に
の
ぼ
る

平
成
20
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
規
模
は
前
年
度
に
比
べ
約
６
億
円
縮

小
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
退
職
者
の
不
補
充

に
伴
う
人
件
費
や
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
、

天
北
厚
生
園
の
法
人
化
等
に
伴
う
退
職
手
当

金
、
補
助
金
な
ど
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

一
般
会
計
上
の
基
金
で
は
、
財
政
調
整
基

金
ほ
か
14
基
金
の
残
高
が
前
年
度
末
に
比
べ

３
千
７
百
万
円
増
え
、
特
別
会
計
上
の
基
金

を
合
せ
た
総
額
は
15
億
４
千
２
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
増
加
の
主
な
要
因
は
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
基
金
、
地
域
生
活
緊
急
対
策
基

金
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

公
債
費
の
借
入（
元
金
）残
高（
表
２
）は
、

前
年
度
に
比
べ
７
億
９
千
３
百
万
円
減
り
、

86
億
３
千
４
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
赤
ん
坊
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
町
民
一
人

当
り
４
１
５
万
円
の
借
金
に
相
当
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
で
平
成
20

年
度
に
同
名
の
会
計
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
は
、
前
年

度
に
比
べ
お
よ
そ
３
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

各
会
計
へ
の
繰
出
金
で
は
、
国
保
病
院
事

業
へ
の
繰
出
金
が
前
年
度
に
比
べ
２
千
６
百

万
円
増
え
、
１
億
８
千
５
百
万
円
に
達
し
て

い
ま
す
。

　

財
務
指
数
（
表
３
）
を
見
る
と
、
平
成
20

年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
が
25
・
７
％
と
な

り
３
ヵ
年
平
均
で
28
・
３
％
に
達
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
（「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」）
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
基
準
は
25
％
未
満
で
あ

り
、
本
町
は
「
早
期
健
全
化
団
体
」
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
町
長
は
、
最
短
で
基
準
を
下

回
る
よ
う
財
政
悪
化
の
要
因
分
析
、
健
全
化

の
基
本
方
針
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
財
政
健

全
化
計
画
」を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
健
全
化
計
画
は
、
今
年
度
末
ま
で
に

つ
く
ら
れ
、議
会
の
議
決
と
住
民
へ
の
公
表
、

知
事
へ
の
報
告
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
実
施
状
況
は
、
前
年
度
決
算
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
毎
年
９
月
30
日

ま
で
に
議
会
に
報
告
し
、
住
民
に
も
公
表
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
計
画
を

つ
く
る
際
は
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
等
に

よ
る
個
別
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、自
治
体
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、

監
査
委
員
の
意
見
を
つ
け
て
議
会
に
報
告
さ

れ
た
４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
（
基
準
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
：
該
当
な
し
（
15
％
）

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
：
該
当
な
し
（
20
％
）

③
実
質
公
債
費
比
率
：
28
・
３
％
（
25
％
）、

④
将
来
負
担
比
率
１
０
５
・
３
％
（
３
５

０
％
）

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
そ
の
年
の
歳
出
の

中
で
過
去
に
行
っ
た
借
金
の
返
済
に
ま
わ
っ

て
い
る
部
分
が
ど
の
程
度
の
大
き
さ
か
を
見

る
た
め
の
指
標
で
す
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
こ
の
事
態
を

重
く
受
け
止
め
、
次
の
意
見
を
付
し
て
全
会

計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

１
本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
28
・
３
％

に
達
し
、
財
政
の
ひ
っ
迫
は
著
し
い
。
今
年

度
中
に
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
は
必
至
で

あ
り
、
当
面
、
健
全
化
判
断
基
準
の
25
％
未

満
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
終
了
次
年
度
（
平
成
27
年
度
）
の
目

標
で
あ
る
18
％
未
満
の
達
成
に
向
け
、
歳
入

歳
出
一
体
と
な
っ
た
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

２
行
政
改
革
推
進
法
等
に
よ
り
、
現
在
の
現

金
主
義
、単
式
簿
記
の
会
計
ル
ー
ル
に
加
え
、

平
成
23
年
度
ま
で
に
発
生
主
義
、
複
式
簿
記

に
よ
る
資
産
・
債
務
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
財
務
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を
検
討

し
、
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
財
務
情
報
の
公

表
に
努
め
る
こ
と
。

３
各
種
福
祉
制
度
の
利
用
率
の
低
下
が
著
し

い
現
状
に
あ
り
、
そ
の
原
因
究
明
と
住
民
目

線
に
立
っ
た
「
生
け
る
制
度
」
と
な
る
よ
う

医
療
・
保
健
・
福
祉
部
門
が
意
思
疎
通
、
連

携
を
強
化
す
る
こ
と
。

４
特
別
委
員
会
で
の
指
摘
事
項
は
、
早
急
な

改
善
を
要
し
、
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
い
ま
か
ら
取
組
む
こ
と
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

【
決
算
認
定
で
付
さ
れ
た
意
見
】

　決算審査は、議会が決定した予算が適正に執行されてい
るかどうかを審査するとともに、住民に代わって行政効果
を検証するものです。
　第３回定例会では、全議員で構成する「決算審査特別委
員会」（星川三喜男委員長）が設置され、休会中に各会計
決算を集中審査。一般会計をはじめとする９会計すべてが
認定されました。
　認定にあたって、早期健全化団体となったことから、行
財政改革の取り組みなどを求める意見が付されました。



（表-１）一般会計及び特別会計の決算状況

歳入額 歳出額 差引額

3,455,296,000 3,319,697,365 3,258,310,472 61,386,893 35,411,000

自動車学校事業特会 33,724,000 32,740,868 30,444,754 2,296,114

国民健康保険事業特会 309,146,000 310,940,489 294,566,790 16,373,699

老人保健事業特会 40,976,000 41,263,579 38,743,066 2,520,513

水道事業特会 85,098,000 85,431,732 85,024,510 407,222

下水道事業特会 121,115,000 120,911,509 120,816,275 95,234

介護保険事業特会 191,490,000 182,118,798 178,002,503 4,116,295

後期高齢者事業特会 25,842,000 25,802,732 25,761,092 41,640

国保病院事業
（収益的収支）

441,456,000 429,645,438 424,240,309 5,405,129

（資本的収支） 40,064,000 39,956,000 61,750,361 ▲ 21,794,361

4,744,207,000 4,588,508,510 4,517,660,132 70,848,378 35,411,000

一般会計

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

合　　　計

(単位：円）

会計区分 予算額
決算額 翌年度繰

越額

（表-３）財務指標（普通会計）

項　　　目 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 備　考

①経常収支比率 85.6 87.0 85.9 82.5

②実質公債費比
率（単年度）

27.3 30.0 29.2 25.7

財政健全化法による実質公
債費比率は、この欄の平成
18年度～20年度の３ヵ年平
均で算出 。 平成２ ０ 年度
=28.3％

③実質公債費比
率（３ヵ年平均）

26.0 28.6 28.8

一般的な数値目標は、18％
未満。公債費負担適正化計
画では、平成27年度に達成
見込み。

④起債制限比率
（単年度）

18.3 18.8 18.5 13.6

⑤起債制限比率
（３ヵ年平均）

15.6 17.0 17.2 15.4

⑥財政力指数 0.121 0.124 0.119 0.112

（⑥を除き単位：％）

※普通会計とは、本町の場合、一般会計に自動車学校事業特別会計を加えたものです。

区　　　分 平成１９年度末 借入（発行）額 償還額 平成２０年度末

一 般 会 計 7,405,264 330,600 1,019,753 6,716,111
水 道 事 業 特 別 会 計 703,215 38,050 665,165
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,091,990 29,800 61,738 1,060,052

国民健康保険病院事業 226,645 7,400 40,985 193,060

合　　　計 9,427,114 367,800 1,160,526 8,634,388

（表-２）公債（町債元金）借入残高の状況

（単位：千円）
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決 算 審 査
特別委員会

主な質疑

決算審 査
特別委員会

主な質疑
敬老会の祝い膳見直しを！
　　福祉ハイヤー利用券増やすべき

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

総　
　

務　
　

費

一
般
会
計
歳
出

民　
　

生　
　

費

　

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
森
推
進
協
議
会

事
業
」
の
今
後
は
ど
う
な
る
か
。

　

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
森
林
療
法
と

結
び
付
け
た
い
。
ま
た
、
セ
カ
ン
ド
ホ
ー

ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
２
地
域
居
住
、
移
住
、

定
住
化
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。
美
瑛
・

中
頓
別
・
中
川
の
３
町
の
枠
組
み
は
21
年

度
で
一
端
終
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
引

き
継
い
で
ゆ
く
。
中
川
町
と
は
隣
り
合
っ

て
お
り
連
携
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
石
神
委
員

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

策
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
生
か

す
の
か
。

　

全
額
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
独
立
行
政
法
人
・
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）

に
よ
る
補
助
事
業
で
初
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
バ
イ
オ
マ
ス
（

家
畜
糞
尿
、
木
質
系
）
に
可
能
性
が
あ
る
。

採
算
性
を
含
め
て
今
後
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
西
原
委
員

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

そ
う
や
自
然
学
校
の
今
後
の
進
め
方
を

決
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
開
か
れ
て

い
な
い
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

最
初
は
各
団
体
と
開
催
し
て
い
た
が
、

現
在
は
常
駐
者
と
職
員
で
決
め
て
い
る
。

地
域
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
体
制
づ
く
り

に
取
組
み
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
野
邑
町
長

　

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
事
業
で
、
町
場
の

方
が
通
院
の
度
に
利
用
券
を
使
う
と
３
ヶ

月
で
な
く
な
る
と
聞
く
。
冬
期
間
の
通
院

の
足
を
確
保
す
る
た
め
残
し
て
い
る
と
思

う
。
沿
線
は
、
公
共
バ
ス
や
送
迎
が
あ
り

不
公
平
で
あ
る
。
病
院
受
診
の
た
め
だ
け

で
も
枚
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

一
律
の
基
準
は
難
し
い
が
、
今
の
交
付

枚
数
が
妥
当
か
ど
う
か
は
調
査
が
可
能
で

あ
る
。
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
利
用
は
、
通
院

だ
け
に
限
ら
な
い
。
業
者
に
は
、
年
間
３

５
０
万
円
の
補
償
を
し
て
お
り
、
売
上
額

も
考
慮
し
て
検
討
し
た
い
。
通
院
回
数
は
、

人
に
よ
り
、
症
状
に
よ
り
異
な
る
の
で
平

等
に
扱
う
の
は
難
し
い
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
長

　

除
雪
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
予
算
の
関

係
で
対
象
者
を
毎
年
30
件
程
度
に
抑
え
て

い
る
の
か
。
町
内
全
域
を
一
業
者
で
効
率

よ
く
除
雪
で
き
る
の
か
。

　

件
数
を
抑
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

実
際
の
利
用
件
数
で
あ
る
。
20
年
度
か
ら

利
用
条
件
も
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
は
、

小
頓
別
５
件
、
中
頓
別
24
件
で
あ
り
、
除

雪
作
業
は
、
中
頓
別
を
早
朝
に
行
い
、
小

頓
別
も
午
前
中
に
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

Ｑ
柳
澤
委
員

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
長

　

敬
老
会
で
の
祝
い
膳
（
飲
食
物
）
が
質

素
す
ぎ
る
。
来
年
度
予
算
の
編
成
に
向
け

て
内
容
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
当

日
の
ご
み
を
出
席
者
に
持
ち
帰
ら
せ
る
方

式
は
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

い
ず
れ
の
点
も
来
年
度
に
向
け
て
検
討

す
る
。

Ｑ
柳
澤
委
員

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
長

　

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
へ
の
執
行
額
が
減

っ
て
い
る
原
因
は
な
に
か
。

　

利
用
券
の
交
付
を
受
け
て
も
使
わ
な
い

方
が
い
る
。
要
因
を
分
析
し
た
い
。

Ｑ
柳
澤
委
員

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

移
住
定
住
事
業
に
つ
い
て
、
お
た
め
し

暮
ら
し
、
定
住
者
に
向
け
た
ケ
ア
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。
移
住
希
望
者

が
い
た
ら
迅
速
に
対
応
で
き
る
の
か
。

　

お
た
め
し
暮
ら
し
12
件
の
実
績
の
ほ
と

ん
ど
が
夏
の
短
期
間
利
用
、
避
暑
で
あ
る
。

年
１
、
２
件
移
住
、
２
地
域
居
住
を
志
向

す
る
方
か
ら
問
合
せ
が
あ
り
、
仕
事
、
住

宅
の
相
談
に
の
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

大
阪
か
ら
の
家
族
移
住
が
１
件
あ
っ
た
。

Ａ
野
邑
町
長

　

庁
内
に
事
業
審
査
会
を
つ
く
り
、
補
助

対
象
事
業
を
決
め
て
い
る
。
補
助
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
が
わ
か

る
資
料
を
作
成
し
た
い
。

Ｑ
柳
澤
委
員

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

町
例
規
シ
ス
テ
ム
の
電
子
化
で
条
例
改

正
時
に
は
、
改
正
部
分
し
か
見
ら
れ
ず
、

パ
ソ
コ
ン
を
見
な
け
れ
ば
全
体
が
わ
か
ら

な
い
。
重
要
な
条
例
は
住
民
に
配
布
し
、

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

全
て
の
条
例
を
そ
の
都
度
配
付
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
広
報
紙
な
ど
で
知
ら
せ
た

い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

一
流
の
、
中
頓
別
づ
く
り
推
進
事
業
費

（
１
２
７
万
円
）
に
つ
い
て
、
使
い
道
と

事
業
効
果
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
森
林
療
法
研
究
会
に
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催
費
用
41
万
５
千
円
の
う
ち

10
万
円
補
助
、
調
査
研
究
事
業
と
し
て
ド

イ
ツ
へ
の
渡
航
旅
費
の
半
額
37
万
円
を
補

助
。
循
環
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
販

売
事
業
１
６
１
万
円
に
対
し
、
袋
の
デ
ザ

イ
ン
、
印
刷
料
、
備
品
購
入
費
（
袋
と
じ

機
）
な
ど
に
80
万
円
を
補
助
し
た
。



なかとんべつ町議会だより１６５号13

給食サービス利用しやすい制度に！
　　　　　適正な落札率の実現めざせ

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
長

農
林
水
産
業
費

　

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
の
実
績

が
な
い
理
由
を
伺
う
。

　

介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
で
も
同
一

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
介
護
認
定
（
要

介
護
・
支
援
）
を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
利

用
を
想
定
し
て
い
た
。
対
象
者
は
い
る
が

利
用
が
な
か
っ
た
。

Ｑ
柳
澤
委
員

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
長

　

健
康
相
談
に
こ
ら
れ
な
い
方
を
よ
り
大

切
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ど
れ
く
ら
い

の
周
期
で
自
宅
訪
問
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

成
果
は
あ
る
の
か
。

　

平
成
20
年
度
は
、
保
健
と
介
護
予
防
合

せ
て
２
８
４
世
帯
を
対
象
に
延
べ
５
０
８

回
の
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
長

　

訪
問
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
指
摘
を
受

け
て
お
り
、
出
来
る
だ
け
訪
問
す
る
よ
う

保
健
師
を
指
導
し
た
い
。

Ａ
柴
田
教
育
次
長

　

住
宅
管
理
費
は
、
事
業
が
完
了
し
て
い

る
の
で
、
３
月
の
定
例
会
で
予
算
を
補
正

し
執
行
額
と
同
額
に
な
っ
た
。
落
札
率
は
、

教
職
員
住
宅
の
水
洗
化
工
事
が
、
１
０
０

％
、
町
民
セ
ン
タ
ー
は
99
・
53
％
で
あ
る
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
柴
田
教
育
次
長

　

町
の
財
政
が
大
変
な
と
き
に
、
落
札
率

１
０
０
％
に
近
い
数
字
が
あ
っ
た
と
し
た

ら
、
行
政
の
姿
勢
の
問
題
が
出
て
く
る
。

適
正
な
予
算
と
適
正
な
入
札
制
度
に
基
づ

く
落
札
率
を
確
保
す
る
た
め
の
方
針
を
伺

う
。

　

工
事
入
札
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
独
自
で
執
行
で
き
な
い
の
で
、
町
長

部
局
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
町
全
体
と
し

て
、
発
注
を
行
な
っ
て
い
る
。
町
長
に
そ

の
こ
と
を
申
し
上
げ
、
今
後
と
も
適
正
な

入
札
実
現
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
浅
野
自
動
車
学
校
長

　

こ
の
数
字
の
方
が
全
員
入
校
す
る
と
対

応
は
不
可
能
で
あ
る
。
今
年
、
指
導
員
の

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
野
邑
町
長

　

循
環
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
利
用
組
合

）
へ
の
支
援
は
、
補
助
金
で
行
う
べ
き
と

思
う
が
、
町
予
算
で
直
接
経
費
を
賄
っ
て

い
る
。
今
後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
く
の
か
。

　

基
本
的
に
は
町
か
ら
の
支
援
を
受
け
な

い
で
、
早
く
収
支
が
均
衡
す
る
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
計
画
時

か
ら
利
用
農
家
が
か
な
り
減
少
し
て
い
る

が
、
町
も
相
当
な
投
資
を
し
て
い
る
以
上
、

所
期
の
目
的
を
達
成
し
て
欲
し
い
。
補
助

金
の
場
合
は
、
余
剰
が
出
た
場
合
、
減
額

で
き
る
か
ど
う
か
の
問
題
も
あ
る
。
町
の

管
理
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
透
明
感
が

な
く
な
る
の
で
、
直
営
と
し
て
き
た
。
利

用
組
合
の
経
営
努
力
に
よ
り
、
少
し
で
も

町
費
を
削
減
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
。
町
と
し
て
側
面
か
ら
支
援
し
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

住
宅
管
理
費
の
工
事
請
負
費
が
、
予
算

額
３
百
万
３
千
円
に
対
し
、
支
出
額
が
３

百
万
３
千
円
。
町
民
セ
ン
タ
ー
の
工
事
費

１
０
４
４
万
８
千
円
に
対
し
て
、
１
０
４

４
万
７
千
５
百
円
で
あ
る
。
予
算
額
と
執

行
額
が
同
額
で
あ
る
。
落
札
率
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

対
象
世
帯
一
年
当
り
平
均
１
・
８
回
は

少
な
い
。
役
に
立
つ
の
か
。

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
長

　

実
態
を
見
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ
本
多
委
員

　

歯
科
診
療
所
施
設
整
備
事
業
で
、
外
壁

の
張
替
え
を
行
っ
て
い
る
が
、
入
口
に
段

差
が
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
で

は
な
い
か
。

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
長

　

特
定
健
診
に
き
た
方
に
実
施
し
て
い
る
。

実
績
は
40
歳
以
上
で
１
６
２
名
で
あ
る
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

８
０
２
０
さ
わ
や
か
健
診
、
７
回
97
人

は
少
な
い
が
対
象
者
は
何
人
か
。

Ｑ
西
原
委
員

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
長

　

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
（
現
２
名
）

が
少
な
い
。
実
態
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
利
用
者
が
増
え
な
い
の

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な

い
問
題
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

引
き
続
き
、
制
度
の
説
明
を
し
て
い
き

た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

訪
問
を
通
じ
て
要
望
を
聞
き
、
保
健
・

福
祉
・
医
療
が
連
携
し
て
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
包
括
的
な
ケ
ア
を
進
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
竹
内
保
健
福
祉
課
長

　

健
康
相
談
４
５
６
回
の
内
容
を
伺
う
。

各
地
区
で
の
健
康
相
談
の
実
施
場
所
は
ど

こ
か
。
こ
ら
れ
な
い
方
へ
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

電
話
や
来
所
の
相
談
も
回
数
に
含
ま
れ

る
。
地
区
会
館
に
こ
ら
れ
な
い
方
は
、
自

宅
を
訪
問
し
、
相
談
に
当
っ
て
い
る
。

衛　
　

生　
　

費

教　
　

育　
　

費

Ｑ
本
多
委
員

　

町
村
別
18
歳
人
口
動
態
を
見
る
と
平
成

22
年
は
２
０
５
人
に
な
っ
て
い
る
。
今
年

度
、
平
成
21
年
の
１
６
４
人
か
ら
か
な
り

増
え
る
。
今
年
度
以
上
に
入
校
者
が
増
え

た
場
合
、
校
長
を
除
く
３
人
の
指
導
員
で

対
応
で
き
る
の
か
。

自
動
車
学
校
事
業

特
別
会
計
・企
業
会
計
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水道料金徴収委託は口座振替えへ移行すべき！
　　　下水道使用料は合併処理浄化槽管理費並に

１
名
増
員
を
目
標
と
し
て
い
る
。

Ａ
青
木
国
保
病
院
事
務
長

　

19
年
度
と
比
較
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方

が
非
常
に
少
な
い
。
平
成
18
年
か
ら
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
高

齢
者
の
方
を
中
心
に
接
種
し
、
予
防
医
療

等
を
徹
底
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

重
症
患
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
来
、
入
院
す
べ
き
だ
が
、
経
済
的
な
理

由
等
が
あ
っ
て
入
院
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
に
関
し
て
は
、
病
院
と
し
て
認
識
し
て

い
な
い
。

Ａ
青
木
国
保
病
院
事
務
長

　

19
年
度
で
、
一
時
的
に
は
、
35
名
か
ら

40
名
に
な
る
と
い
う
実
績
が
あ
っ
た
。
20

年
度
に
つ
い
て
は
、
多
く
て
30
名
程
度

で
、
今
も
そ
う
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。

当
面
50
床
を
維
持
す
る
が
、
男
女
比
率
や

感
染
が
心
配
で
あ
り
、
病
室
は
30
名
か
ら

35
名
入
る
と
満
床
状
態
で
あ
る
。
40
名
を

超
え
る
と
受
け
入
れ
が
難
し
い
施
設
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

下
水
道
の
普
及
率
は
75
％
で
あ
る
。
21

年
度
は
、
民
間
の
住
宅
等
の
水
洗
化
は
、

今
の
と
こ
ろ
な
い
の
で
頭
打
ち
と
言
え
る
。

下
水
道
会
計
上
は
、
償
還
金
が
70
％
以
上

も
あ
り
、
今
後
も
続
く
の
で
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
は
望

め
な
い
。
平
成
16
年
か
ら
、
資
本
費
平
準

化
債
も
借
り
受
け
し
て
い
る
が
、
償
還
元

金
か
ら
減
価
償
却
費
を
差
し
引
い
た
額
が

借
入
れ
限
度
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、
年
々

下
が
っ
て
い
く
。
繰
入
金
は
、
下
が
り
つ

つ
も
大
幅
に
下
が
る
こ
と
は
な
い
。

Ｑ
柳
澤
委
員

Ａ
野
邑
町
長

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
者
の
年
間
の
管

理
費
は
７
、
８
万
に
な
る
。
下
水
道
の
場

合
は
、
概
ね
、
３
万
か
ら
４
万
ぐ
ら
い
と

聞
い
て
い
る
。
今
の
使
用
料
を
倍
に
し
て

合
併
処
理
浄
化
槽
と
つ
り
あ
い
が
取
れ
る
。

普
及
が
頭
打
ち
と
な
っ
た
の
な
ら
、
そ
れ

を
ベ
ー
ス
に
下
水
道
会
計
を
見
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
し
て

も
、
税
金
を
使
っ
て
い
る
わ
け
で
、
住
民

負
担
に
は
変
り
が
な
い
。
今
後
ど
う
考
え

て
い
く
の
か
町
長
に
伺
う
。

　

下
水
道
と
合
併
処
理
浄
化
槽
の
経
費
の

比
較
を
す
る
と
、
５
人
槽
で
３
万
７
、
８

千
円
、
７
人
槽
で
４
万
５
、
６
千
円
で
あ

る
。
下
水
道
を
一
月
10
㎥
使
う
と
家
庭
用

で
は
２
千
円
で
あ
る
か
ら
、
年
間
２
万
４

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

料
金
徴
収
の
委
託
料
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

口
座
振
替
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
行
政

改
革
の
時
代
に
、
な
ぜ
支
払
わ
れ
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

　

監
査
委
員
の
ご
指
摘
に
あ
る
と
お
り
、

真
摯
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
口
座
振
替
に
切
り
替
え
て

い
た
だ
く
お
願
い
や
、
そ
れ
も
で
き
な
い

と
い
う
方
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
ど
う
い

う
方
法
が
望
ま
し
い
か
検
討
し
な
が
ら
、

次
年
度
に
向
け
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

今
ま
で
の
町
の
取
組
み
を
反
省
し
な
が
ら
、

今
後
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
参
事

Ａ
野
邑
町
長

　

徴
収
業
務
を
民
間
に
委
託
し
た
の
は
、

昭
和
50
年
代
に
水
道
の
職
員
が
４
人
か
ら

３
人
に
な
っ
て
、
料
金
徴
収
の
委
託
業
務

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
委
託
料
の
縮
減
を

図
り
な
が
ら
、
将
来
に
渡
っ
て
は
廃
止
を

し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
工
程
を
踏
む
必

要
が
あ
る
。
や
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
も
踏
ま
え
て
検
討
さ
せ
る
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

下
水
道
の
普
及
状
況
は
、
頭
打
ち
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
一
般
会
計
繰
入
金
が
６

５
０
０
万
だ
が
、
繰
入
を
続
け
て
い
く
の

か
。
使
用
料
を
見
直
す
こ
と
も
考
え
は
あ

る
か
伺
い
た
い
。

Ｑ
藤
田
委
員

　

一
時
的
に
30
名
か
ら
40
名
以
上
が
入
院

す
る
月
も
あ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
20
年

度
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
病
床
数
が
交
付

税
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ッ
ド
の

使
用
率
が
６
割
に
も
満
た
な
い
と
今
後
の

こ
と
が
心
配
さ
れ
る
が
如
何
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

監
査
委
員
の
審
査
意
見
の
中
で
、
水
道

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
浅
野
自
動
車
学
校
長

　

20
年
度
決
算
の
前
年
度
繰
越
金
は
６
７

６
万
円
。
実
質
は
３
０
０
万
程
度
の
赤
字

に
な
っ
て
い
る
。
赤
字
に
な
っ
た
原
因
と

今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

　

教
習
生
は
、
ま
だ
い
た
が
、
職
員
の
不

足
に
よ
っ
て
１
０
０
％
対
応
で
き
な
か
っ

た
。
今
年
度
は
、
12
月
か
ら
指
導
員
が
１

名
増
え
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
何
と
か

対
応
し
て
赤
字
を
削
減
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
藤
田
委
員

Ａ
石
川
総
務
課
参
事

　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
入
未
済
額
が
増

え
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
徴
収
に
努

め
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

　

今
後
、
予
算
を
担
当
し
て
い
る
保
健
福

祉
課
の
職
員
と
税
務
担
当
と
連
携
を
と
っ

て
、
徴
収
に
当
た
り
た
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業

Ｑ
柳
澤
委
員

　

当
町
は
、
人
口
は
減
っ
て
い
て
も
高
齢

化
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
入
院
患
者
数

の
減
に
つ
い
て
、
健
康
で
入
院
患
者
数
が

少
な
く
な
っ
た
と
評
価
す
る
の
か
、
経
済

的
な
理
由
等
が
あ
っ
て
入
院
で
き
な
い
人

が
い
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

下 

水 

道 

事 

業

水　

道　

事　

業
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外部監査結果は住民に公表
　　　　財務４諸表の整備急げ

が
出
て
く
る
。
19
年
の
値
上
げ
に
よ
っ
て
、

２
５
８
０
万
円
程
度
の
収
入
が
あ
っ
た
が
、

一
般
会
計
か
ら
６
５
０
０
万
円
繰
出
し
て

い
る
。
平
準
化
債
で
２
９
０
０
万
ほ
ど
借

り
て
お
り
、
年
間
９
５
０
０
万
ぐ
ら
い
足

り
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
の
繰
出
し
は
21
年
度
は
多
く

な
る
。
平
準
化
債
は
、
借
り
な
い
方
が
赤

字
額
が
減
る
の
で
、
今
後
、
単
年
度
毎
の

財
政
状
況
を
勘
案
し
た
中
で
借
り
る
か
ど

う
か
判
断
し
て
い
き
た
い
。

元
利
償
還
金
に
つ
い
て
、
交
付
税
措
置
が

さ
れ
る
と
い
う
面
も
あ
る
か
ら
、
一
概
に

使
用
料
を
倍
ま
た
は
３
倍
に
す
る
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
前
回
値
上
げ
か

ら
、
４
、
５
年
経
っ
て
お
り
、
世
帯
数
が

減
っ
た
り
、
環
境
の
変
化
も
あ
る
の
で
、

見
直
し
の
考
え
方
は
持
っ
て
い
る
。

Ａ
野
邑
町
長

　

平
成
18
年
度
に
作
成
し
て
お
り
、
毎
年

ロ
ー
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
平
成
21
年
度
の

計
画
に
は
実
質
公
債
費
比
率
28
・
３
％
が

取
り
込
ん
で
あ
る
。

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
が
個
別

外
部
監
査
の
期
間
。
報
告
書
が
出
さ
れ
た

ら
財
政
健
全
化
計
画
に
反
映
さ
せ
来
年
３

月
の
定
例
会
に
提
案
さ
れ
る
。

　

１
９
８
万
円
は
基
本
的
に
２
名
分
の
人

件
費
（
11
日
分
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
限

額
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
出
す
考
え
は
な
い
。

　

外
部
監
査
の
結
果
は
、
監
査
委
員
、
議

会
、
町
に
提
出
さ
れ
る
。
監
査
結
果
、
財

政
健
全
化
計
画
は
町
民
に
公
表
さ
れ
る
。

Ｑ
星
川
委
員
長

Ａ
野
邑
町
長

　

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
で
の
指

摘
事
項
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
の
か
、
町
長
に
伺
う
。

　

監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
課
長
に
早
急
に
対

策
を
と
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

検
討
し
た
い
。

Ｑ
石
神
委
員

　

財
務
４
諸
表
の
う
ち
、
貸
借
対
照
表
と

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
つ
く
ら
れ
て
い
る

が
、
純
資
産
変
動
計
算
書
、
資
金
収
支
計

算
書
は
つ
く
ら
な
い
の
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

財
政
健
全
化
計
画
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
伺
う
。

個
別
外
部
監
査
契
約
は
１
９
８
万
円
以
内

と
な
っ
て
い
る
が
、
内
部
監
査
（
監
査
委

員
に
よ
る
監
査
）
も
行
っ
て
お
り
、
公
債

費
負
担
適
正
化
計
画
も
す
で
に
あ
る
。
こ

れ
ら
の
内
容
と
外
部
監
査
の
結
果
が
変
わ

ら
な
い
場
合
、
契
約
額
を
減
額
す
る
こ
と

も
あ
り
え
る
の
か
。

　

な
ぜ
個
別
外
部
監
査
人
は
、
監
査
法
人

で
は
な
く
、
税
理
士
で
あ
る
個
人
と
契
約

を
結
ぶ
の
か
。
外
部
監
査
の
結
果
は
住
民

に
公
表
さ
れ
る
の
か
。

Ｑ
石
神
委
員

　

実
質
公
債
費
比
率
が
20
年
度
は
28
・
３

％
に
な
っ
た
が
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
に
は
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

Ａ
石
川
総
務
課
参
事

　

国
民
健
康
保
健
税
に
つ
い
て
は
、
税
担

当
だ
け
で
な
く
保
健
福
祉
課
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
徴
収
に
当
り
た
い
。
こ
ま
め

な
徴
収
に
務
め
た
い
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

収
入
未
済
額
（
未
納
・
滞
納
）
を
増
や

さ
な
い
取
り
組
み
を
伺
う
。

総
括
質
疑

　第３回定例会では、全道町村議会議長
会からの要請に基づき、「道路の整備に
関する意見書」を全会一致で可決しまし
た。
　これは、全国の22％を占める広大な面
積を持つ北海道が180の市町村からなる広
域分散型社会を形成し、道民の移動や物
資の輸送の大半を自動車交通に依存して
おり、道路は道民生活と経済・社会活動
を支える最も重要な社会基盤であること。
また、冬期の厳しい気象条件に加え多発
する交通事故、自然災害時の交通障害や
更新時期を迎え老朽化する道路施設など、
道路を取り巻く課題は多いことから、高
規格幹線道路から住民に密着した市町村
道に至る道路網の計画的・体系的整備な
ど、次の事項を国に要請するものです。
１　高規格幹線道路ネットワークの早期
　形成を図るため、整備中区間の早期供
　用を図るとともに、抜本的見直し区間
　の未着手区間や基本計画区間について
　早期事業化を図ること。
２　地域の暮らしを支える道路整備に必
　要な予算を確保するとともに、除排雪
　や適時適切な修繕など増大するストッ
　ク維持に対する支援の拡充を図ること。
３　今後の事業評価に当たっては、地域
　からの提案を反映させるなど、救急医
　療、観光、災害対策など地域にもたら
　される多様な効果を総合的に評価する
　こと。
４　道路整備に関する地域のさまざまな
　課題に対応できるよう、地域活力基盤
　創造交付金制度のさらなる充実と必要
　額の確保を図ること。
５　地方の財政負担の軽減に資する地方
　道路整備臨時貸付金制度の維持・拡充
　を図ること。
■発議者：村山義明、賛成者：藤田首健
　（平成21年9月18日可決）
■提出先：衆参議院議長・内閣総理大臣
　・総務大臣・財務大臣・国土交通大臣

意　見　書
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　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、１２月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう

いきいきふるさと
常任委員会だより

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で

は
、
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
と
し
て

10
月
７
日
、
ご
み
の
分
別
収
集
に
つ
い

て
調
査
。
委
員
が
ご
み
処
分
場
に
出
向

き
新
た
に
設
置
さ
れ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
処
理
機
を
視
察
。
今
後
の
分
別
収
集

目
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
説
明

を
求
め
ま
し
た
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
分
別

　
　
　

来
年
４
月
１
日
か
ら
変
更
に

　

現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
類

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
白
色
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
（
白
色
ト
レ
イ
含
む
）
が
分
別

収
集
対
象
ご
み
と
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル

袋
で
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
来
年
（
平
成
22
年
）
４
月

１
日
か
ら
、
新
た
に
プ
ラ
マ
ー
ク
の
あ

る
容
器
包
装
を
追
加
す
る
た
め
、
国
の

地
域
活
性
化
生
活
対
策
交
付
金
で
「
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
圧
縮
梱
包
機
」
を
９

２
４
万
円
で
購
入
。
こ
れ
ま
で
、
燃
や

せ
る
ご
み
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
プ
ラ

マ
ー
ク
の
あ
る
中
性
洗
剤
容
器
や
菓
子

パ
ン
の
袋
な
ど
も
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
物

と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
類
の
収
集
見
込
み
量
を
年
間
20
ト

ン
と
推
計
し
て
お
り
、
そ
の
分
、
燃
や

せ
る
ご
み
が
減
量
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、
燃
や
せ
る
ご
み
は
、
南
宗
谷

衛
生
施
設
組
合
（
浜
頓
別
町
）
で
焼
却

処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
燃
焼
カ
ロ
リ

ー
の
高
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の
ご
み
の

比
率
が
高
い
た
め
、
焼
却
炉
が
傷
み
、

多
額
の
修
理
費
が
か
か
る
こ
と
が
背
景

に
あ
り
ま
す
。
同
組
合
の
運
営
費
は
、

枝
幸
町
、
猿
払
村
、
浜
頓
別
町
、
中
頓

別
町
の
４
町
村
で
負
担
し
て
お
り
、
極

力
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
ご
み
処
理
の

方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の

町
村
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
高
齢
者
が
多
い
本
町

の
現
状
か
ら
、
分
別
収
集
に
慣
れ
る
ま

で
、
試
行
期
間
を
設
け
、
分
別
収
集
説

明
会
を
こ
ま
め
に
開
催
し
た
上
で
実
施

す
る
よ
う
町
側
に
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
担
当
者
は
、
実
施
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
で
き
る
だ
け
早
く
町
民

に
周
知
す
る
こ
と
を
約
束
。
年
内
に
も
、

住
民
説
明
会
や
試
行
期
間
が
は
じ
ま
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

次
の
所
管
事
務
調
査

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
は
、
第
４
回
（
12
月
）
定
例
会

ま
で
に
、
次
の
事
項
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

①
そ
う
や
自
然
学
校
の
運
営
、

②
自
治
基
本
条
例
等
、
③
国
保
病

院
の
運
営
、
④
鍾
乳
洞
の
利
活

用
、
⑤
ご
み
の
分
別
収
集
、
⑥
環

境
基
本
計
画
等
、
⑦
所
管
事
務
の

う
ち
緊
急
を
要
す
る
事
項

ごみ処分場で廃プラスチック処理機を調査

プ
ラ
マ
ー
ク
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
分
別
収
集
へ

　

来
年
４
月
１
日
実
施
で
燃
や
せ
る
ご
み
減
量
化
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※次回は、東海林議員、村山議員です！

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞれ
の議員が町づくりや議会活動な
どについて思いを綴ります。
　毎号２名の議員がこのコーナ
ーに登場します。８議員の提言
・苦言・呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

開拓 100年記念式典に想う
　中頓別町開拓 100 年おめでとうございます。
　移住者の僕も、地域のみなさんと共に 100 年の
記念の日を祝うことができてうれしく思います。
　中頓別の大地に、鍬（くわ）をおろしてからの
100 年は、激動・激変の 100 年でした。
　鬱蒼（うっそう）とした原生林の中、巨木に斧
を打ち込む音が「こーん、こーん」と響いていた
時代。
　砂金師たちが山に入り、夜になると山にぽつん
ぽつんと灯火が焚かれた時代。
　戦地へ赴く兵隊さんたちを万歳三唱で送り出し
た時代。
　ホタルが舞う道の先に、きらびやかで妖しい遊
郭があった時代。
　丸太が山のように積まれた土場から、ＳＬが力
強く蒸気を噴出しながら走った時代。
　澱粉工場では沢水をうけてクルクルと水車が回
り、裸同然の男たちが塩の汗を噴き出しながら作
業を行い、祭りともなれば、ふんどし一丁で相撲
を組み合う･･･。30 代の僕にとっては、それぞれ
の時代が「物語」のような輝きと力強さがありま
す。そして今、青空と緑の牧草畑が広がる酪農の
町「中頓別町」があります。
　開拓 100 年記念式典では、酪農の町にふさわし
く牛乳で乾杯が行なわれました。
　しかし、乾杯に使われた牛乳は、隣町が販売し
ている牛乳でした。式典の中、「開拓 100 年の乾
杯は先人達が夢と汗を流した中頓別の大地から
搾った牛乳を使わないといけなかったのではない
か？」そんな想いが湧いてきました。
　次の 100 年へ。未来の子どもたちに僕らはどの
ような「物語」を伝えることができるのでしょう
か。住民とともに考え、夢を育んでいかなければ
いけないと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：西原央騎）

興奮いまださめやらず
　新しい歴史のページがめくられた…そう政権交
代です。今の時期やはりこの話題を避けて通るこ
とはできないでしょう。
　各界各層の人たちが色々なことを語りますが、
マニフェストの実行を期待する人もいれば、戦々
恐々としている人たちもいるようです。評論家の
先生は、「期待と不安が混在している」とおっしゃ
いました。
　新政権が次々と打ち出す新たな政策､方針には、
大いに歓迎すべきものがたくさんあります。今ま
での政治や政権への不満が今回の選挙結果となっ
たのですから、政権与党としては、国民の期待や
願いに背くことはできないのですね。
　高齢者医療制度や自立支援法の廃止、悪名高き
全国学力テストは一斉ではなく抽出へ。温室効果
ガスの 25％削減や核廃絶は地球規模の課題です。
経済財政諮問会議の廃止も大賛成。
　しかし、子ども手当てはどうでしょう？今の雇
用、経済状況だと、家計の足しになってしまい、
子どもの幸せにつながらないのでは？それよりも
保育所の充実、医療費や学費の無料化など制度面
の整備を急ぐべきではないでしょうか。高速道路
の無料化もいかがなものか？ＥＰＡ（経済連携協
定）やＦＴＡ（自由貿易協定）の積極的な推進で、
日本の食糧は、農業はだいじょうぶ？最低保障年
金制度、実現はいつ？郵政民営化見直しの見通し
は？市町村合併問題は、もう終わり？
　国民が待ち望んでいることをいつ、どのように
実現するのか、財源はどうするのか、不透明な部
分も多いと思います。４年後消費税大幅アップは
困りますね。
　やはり期待と不安が混在しています。
　構造改革路線と訣別し、核の傘から抜け出して、
老後の心配のない国になることを願っています。
　　　　　　　　　　　　　（綴人：本多夕紀江）

開拓１００年・町制施行６０周年記念式典
次の百年に向けて藤田副議長が決意表明



30日　全道町村議会議員研修会（札幌市）

３日　浜頓別町・中頓別町「命をつなぐ街道」
　　　国道275号早期整備促進期成会（浜頓別町）
７日　月形町議会行政視察（こども館）
15日　新たな総合計画策定に係る勉強会
21日　いきいきふるさと常任委員会
22日　中農高施設利活用に関する要望（稚内市）
27日　平成21年度浜頓別町・中頓別町「命を
　　　つなぐ街道」国道275号早期整備促進
　　　期成会要望会（稚内市）

２日　町内対抗スポーツフェスティバル
　　　第30回北緯45度夏まつり
３日　いきいきふるさと常任委員会
４日　第30回長寿園夏まつり
５日　北海道教育庁要望（札幌市）
７日　第６回臨時会
　　　議会運営委員会
17日　議会広報研修会（札幌市）

　

十
月
中
旬
、
議
員
会
（
議
員
八
名
）
で
岩
手

県
四
町
村
（
西
和
賀
町
・
紫
波
町
・
滝
沢
村
・

葛
巻
町
）
へ
私
費
で
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
で
は
、
住
民
が
一
体
と
な
り
、

「
命
」
を
守
る
福
祉
政
策
に
取
組
ん
だ
沢
内
村

（
現
・
西
和
賀
町
）
の
事
例
。
地
元
木
材
で
建

設
し
た
小
学
校
で
ペ
レ
ッ
ト
（
木
屑
の
圧
縮
燃

料
）
暖
房
を
使
用
し
て
い
る
事
例
。
山
奥
の
さ

ら
に
奥
の
よ
う
な
場
所
で
、
自
立
運
営
を
行
っ

て
い
る
自
然
学
校
の
事
例
な
ど
を
研
修
し
て
き

ま
し
た
。

　

岩
手
県
の
風
景
は
、
道
路
の
片
隅
か
ら
山
林

ま
で
、
見
え
る
限
り
の
土
地
が
と
て
も
よ
く
手

入
さ
れ
、
小
さ
な
土
地
で
も
あ
れ
ば
、
米
や
燕

麦
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

　

先
祖
代
々
の
土
地
を
大
切
に
受
け
継
い
で
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

し
か
し
、
わ
き
道
に
入
る
と
、
ま
れ
に
見
か

け
る
人
影
は
、
腰
の
曲
が
っ
た
じ
っ
ち
ゃ
ん
、

ば
っ
ち
ゃ
ん
ば
か
り
。
農
村
の
継
続
は
日
本
全

体
の
課
題
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
研
修
の
成
果
は
、
近
々
レ
ポ
ー
ト

に
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
配
布
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

雪
深
い
陸
奥
（
み
ち
の
く
）
の
福
祉
政
策
が
、

私
た
ち
の
町
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　

中
頓
別
へ
戻
る
と
、
山
の
木
々
も
葉
を
落
と

し
、
冬
が
近
づ
い
て
い
ま
し
た
。
季
節
の
移
り

変
わ
り
に
伴
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
様
体
調
に
は
十
分
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
西
）

議会の動き
21年６月

７月

編　

集　

後　

記
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８月

１日　いきいきふるさと常任委員会
８日　いきいきふるさと常任委員会
　　　議会運営委員会
10日　いきいきふるさと常任委員会
15日　中頓別町敬老会
16日～18日
　　　第３回定例会・決算審査特別委員会
　　　議会広報編集特別委員会

９月

３日　町民植樹祭
４日　町開拓100年・町制施行60周年記念式
　　　・祝賀会
７日　いきいきふるさと常任委員会
12日～16日
　　　議員会岩手県視察
25日　中頓別小学校創立100周年記念式・祝賀会

10月

　平成 21 年度北海道町村議会議員研修会が、6 月
30日、札幌市で開催され、6名の議員が参加しました。
　川股道町村議会議長会長の挨拶に続き、山梨学院
大学・江藤俊昭教授、読売新聞特別編集委員・橋本
吾郎氏による講演がありました。
　『住民自治時代の議会の役割と課題』と題した江
藤教授の講演からは、執行機関に対するチェック機
能、政策提言能力を向上させる必要性を感じました。
　橋本さんは、『どうなる日本の政治と経済』と題
して講演を行い、前半は、政治家への取材話を披露。
麻生前総理、鳩山民主党代表の人間性やアキレス腱、
政党の力学が、実際の取材現場から伝わってくるよ
うでした。後半は、出身地である秋田の雪深い風景
と囲炉裏の火が目に浮ぶようなとつとつとした口調
で、老いていく母親を例に出して政治の果たすべき
役割を語られました。
　小泉改革に思いやりの気持ちはあったのだろうか。
福祉とは何か。一人のお年寄りに声をかけること、
これが福祉ではないか。福祉は心だという言葉が心
に響きました。政治の基本は、これまで弱者といわ
れてきたお年寄りやこどもを救うだけでなく、家族
への愛、幸福を実現するための手段であるべきと再
確認させられた講演でした。

研
修
会
場
の
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
前
で

全道町村議会議員研修会を振り返って




